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このみさんは、自分に自信が付いてきて、どんどん「歩いて行ける」と思えるようになりました。「歩いていて」とても

楽しく、気持ちも晴れやかです。でも、「暗い森」を目の前にしたら、とても不安になりました。『がんばれ』という励ま

しよりも、『大丈夫』と温かく支えてくれる人がいたら…という思いを、皆で共感して、詩の言葉を付け加えたり直した結

果がこの「詩」です。                       成人支援のグループワークの進行者：佐藤裕信 
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年頭の挨拶 

2019年１月 

『“希望”の持てる社会をあきらめない』 

認定 NPO法人 グループゆう 代表理事 中村 祥子 

 

新しい年を迎え、皆様にとって幸多き年でありますよう、お祈り申し上げます。 

昨年は多くの皆様に応援をいただいた年でした。こころから感謝を申し上げます。そして

お寄せいただいたご期待を裏切ることのない活動をすすめていく所存です。今年もよろし

くお願い申し上げます。 
 

さて、2018 年は自然災害の多い年でした。災害の度に“異常気象による”という枕詞が

付けられましたが、その頻繁さは突発性ではなく常態化するのではないかという不安を募

らせました。私たちの生活は、穏やかな地球あっての賜物ですから。毎年危機感をもつ国々

が参加して“気象変動対策に取り組む国際会議（COP）”が開催され「人類の日常生活の一つ

一つが異常気象に繋がっている」と警鐘を発し続けています。今年の開催地ポーランドに参

加した日本の高校生ラガーチームは帰国後“ペット飲料をやめ、地元企業と水筒を開発しよ

うか”“用具や練習着の再利用の仕組み作りをしてはどうか”などのアイデアを温めている

と新聞で知りました。COP の発足と同じく 1995 年に配食サービスを開始したグループゆう

は、ゴミの削減のために使い捨て容器ではない弁当箱を使い続けています。しかし、再利用

できないプラスチック容器の使用はまだまだ市民権を持っています。グループゆうの小さ

な取り組みは、多くの人の気付きや行動変化には繋がっていないようです。災害のない暮ら

しの為にもっともっと知らせる活動に力を入れる必要を感じました。 
 

また昨年は 4 月に、高齢者、障がい児者支援の制度が改訂され、報酬単価が下がりまし

た。今後は、要介護の人も徐々に介護保険の対象から外す方向性であると聞くと、介護保険

が出来る前の家族介護への逆戻りが危惧されます。事業の質の向上を大義名分に、目の前の

利用者から逃げ出さない人たちに対して、社会保障費削減の為の締め付けを行う行為は、ま

るで“いじめ”の構造そのものです。福祉先進国に習って、高率の税金による公助の仕組み

を検討する時期かもしれないと思うのですが、来年 10月に始まる消費税の増税額使途の内

容を知り、“市民感覚との温度差”を感じました。国の方向性を話し合い、税金の使途に納

得し、個の尊厳を守る社会保障の維持を保つことはできないものでしょうか。 
 

今年の課題はまだあります。グループゆうはだれをも排除しない社会にだれもが参画で

きることを目指す法人です。支援をする職員も互いの得意不得意・仕事時間を調整し合って

チームで仕事をすることを進めてきました。最近調整の難しさからか不協和音が聞こえ始

めました。しかしその方向性は今後も続けていきます。職場は最も身近な社会ですから。 
 

さあ、2019年は法人の存続をかけて、諸々の課題に挑む年になりそうです。 

日々、安全な食事とおだやかな暮らしと差別のない社会の為の支援を続け、将来に“希望”

が持てる社会を目指して、あきらめないで、また一歩進みましょう！ 



 

  

昔は子どもたちが自然と集まる地域の駄菓子屋があったものですが、今は子ども

たちが気軽に集える場所が少なくなってきました。キッチン歩 歩゚ で゚は、地域の子

どもたちが安全に安心して集える場所のひとつとなるよう毎月第三土曜日に 

“こども食堂”を開いています。定番メニューはカレー！そこに『将棋教室＆学習

教室』も加わり、大賑わいです。 

４月に５名で開講した将棋教室も、８回目となる 11 月

のこども食堂ではでは 12 名が参加。初めて将棋駒に触っ

たという子どもも小林先生のご指導で、すっかり上達しま

した。学習教室は 10 月からの開講で、わからなかったと

ころを高橋先生が丁寧に教えてくれます。気軽に参加して

ください。 

教室の日は地域シェフの『ワッフルカフェ』も同時開催。

教室が始まる前にカレーを食べる子どもたち、送迎のご家

族が待ち時間にワッフルとコーヒーで一息♪など好評です。 

11 月にはボランティアセンターの紹介で“こども食堂の

ボランティアをしてみたい”という方の参加もあり、今後

の展開が楽しみです。 

事業 TOPICS/2018強化事業 

◎将棋教室＆学習教室のご案内◎ 
 

開講日：基本第三土曜日 13：00～16：00 

参加費：将棋教室…500円(おやつ代含む) 

学習教室…無料(おやつ代別途 100

円) 

対 象：小学生・中学生 

申込み：022-348-4887へお電話ください 

場 所：キッチン歩゜歩゜(泉区南中山 3-

15-15) 

     

 

キッチン歩゜歩゜のこども
食堂 
みんなあつまれ

～！ 

カレー・将棋教室に学習教室も誕生！ 
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仙台市は平成 29 年度から、就学前療育及び発達支援体制を充実させるために、市内の障がい児通園施設を

「児童発達支援センター（以下「センター」）」へと移行を始めました。仙台市サンホームは平成 29年度にセ

ンターに移行し、平成 30 年度からは仙台市内に１１か所のセンターが設置されました。 

     センターには地域支援員が配置さ

れ、これまで積み重ねてきた卒園児支

援（進路先への引継ぎ、相談、勉強会、

茶話会）や地域の支援者向けの研修に

加えて、「保育所や幼稚園等への訪問」

「地域からの相談」など新たな事業が

始まりました。 

 今年度は仙台市子育てプラザ「のび

すく泉」や子育て支援団体が催す企画

に参加したり、泉区の家庭健康課や子

育て支援センターと互いの事業の見

学や情報交換を行って、共通理解を深

め、今後の課題を共有する機会を持つ

ことができました。 

以下は、現在当センターで行ってい

る主な事業です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

約 400 文字前後   

   

地域の保育所・幼稚園等に通

う子どもの発達に心配がある場

合に、依頼を受けて訪問しま

す。実際の保育を共有し、どの

ような支援がよいか等の相談援

助を行います。また、卒園児の

引き継ぎや卒園後フォローで保

育所・幼稚園等を訪問した際に

「気になるお子さんがいて…」

と相談いただくことが多く、保

育所や幼稚園での保育に活かせ

るアドバイスや支援の視点を提

案する機会になっています。 

在園児以外の地域に住んでいる

子どもの発達の不安等についても

相談を受けています。卒園児から

は進路先での困りごとや、小学校

就学時の相談が多く寄せられま

す。また、新たに仙台市へ転入す

る方から「療育先を探したい」

「支援体制のある幼稚園を知りた

い」という問い合わせも寄せられ

ます。多様な相談を受けること

で、関係機関との顔の見える関係

が拡がり、よりよい解決につなが

ることを実感しています。 

子どもに関わる支援者への支援も

センターの大切な役割のひとつで

す。サンホームでは例年「卒園児マ

マ茶話会」と「地域の支援者向け研

修会」を企画しています。今年度

は、地域の保護者対象に小学校の就

学についての勉強会を開催し、特別

支援教育に長く携わってこられた折

立小学校の齋藤まり子教頭先生から

「支援が必要な子どもの就学につい

て」の講話を頂きました。仙台市の

就学事情や小学校での支援の内容を

具体的に学ぶことができました。 
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【テーマ】 『子どもの困り・大人の困り』  【日程】 2018年 10月 27日(土) 9：30～12：30    

【会場】 仙台市サンホーム２階   【講師】 片瀬
か た せ

 道
み ち

 氏 アムス療育・研修センター／臨床心理士  

【内容】①ケース紹介・検討（前半） 

② 講義「子どもの困り・大人の困り～特性理解にもとづいた保育～」 

☆ 保育の悩み あなたの場合は？  
☆ 氷山モデル  ☆ 困っているのはだれ？  
☆「こころの声」を探るために必要な「理解」 
☆ 持ち味も、困りポイントも一人ひとり異なる 

③ ケース検討・グループワーク（後半） 

④ 全体発表、まとめ、質疑応答、感想 

 

 

 

 

 約 250文字 

地 域 の 支 援 者 向 け 研 修 を 開 催 し ま し た 

             

6～7 年前にサンホームを卒園した有志のお母

さん達の企画で「１/２ 成人式」が行われました。

皆でクレープを調理、会食し、その後に卒園児一人

ひとりの発表会がありました。ピアノやタップダ

ンスの披露、そして作文の朗読では｢サンホームに

通ったときは泣き虫だったけど今は木登りが得

意！｣｢サンホームではラーメン体操がすきだっ

た、今は運動会のソーラン節を頑張っている！｣

等々、サンホーム入園当時の姿を重ねながら一人

ひとりの成長が喜ばしく、頼もしく、感動のひと時

でした。サンホームを卒園して 10 歳になった子

ども達の成長を、企画した有志６家族と招かれた

当時のスタッフとで語り合う機会になりました。

お母さん方からは、「思春期を迎える子ども達の成

長したからこその悩みを話せる機会を今後も作っ

ていきたいね」の声が聞かれました。 

1/2 ˲╛ 

一人ひとりに 

1/2成人式証書が 

渡されました 

クレープ 

作りに挑戦！ 

みんなで手形を 

とったよ 

卒園児有志家族による情報交換会  【2018 年 5 月 19 日】   

 「子どもの困りを大人目線で考えてしまいがちですが、改めて子どもを知り、気持ちに寄り添っていくこ

との大切さを感じました。」 「少人数のグループワークで話し易かった。」 

【テーマ】 『保護者支援』  【日程】 2019(H31)年 1月 12日(土) 開催予定 

今年も毎年好評を頂いている地域の支援者向け研修を計画いたしました。今年度は初の試みとなる２

回の連続セミナーを通じて「子どもの言葉・行動の奥にある気持ちに寄り添う」「明日からできる支援」

を目指します。参加された地域の子育てに関わる支援者の方々にとって、研修の内容が日々の保育に役

立つものとなったかを検証し、よりよい研修のあり方を模索していきます。 

参加者の感想から 
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また、全国放課後連でも厚生労働省との学習会を開催し、要望書を提出しました。 

 ₴  
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今回の制度改訂を受けて、これまでに増して放課後ケアネットワーク仙台および全国放課後連での事業所

間の情報交換が活発です。制度改訂の根拠や利用者や事業者への緻密な影響調査に欠ける内容、一人ひとり

の合理的配慮を無視した報酬設計等々に、何とかしなければとの思いが連携の強化に繋がった感があります。

日々成長する子どもの状態像の判定の在り方、公平な立場の専門家による判定、障がい特性に熟知した判定

員、事業所評価基準の準備および事業内容の適正基準等々、未整備の課題が山積しています。 

グループゆうはこれからも放課後ケアネットワーク仙台、全国放課後連と連携し、厚生労働省や国会議員

とも議論を深め、一人ひとりの子どもにとってのより良い支援を進める為の最低限の環境整備に向けて、あ

きらめることなく政策提言を継続していこうと思います。 

放課後ケアネットワーク仙台と仙台市議会議員との「学習会」開催と 

仙台市議会への「陳情書」の提出について   

障害のある子どもの放課後保障全国連絡会（略称：全国放課後連）と 

厚生労働省との「学習会」開催と、厚生労働省への「要望書」の提出について 

そんな中で複数の仙台市議会議員の方々から複数の事業所に制度変更に伴う問い合わせがありまし

た。そこで、各会派の市議の皆様に現状を知っていただく為に、放課後ケアネットワーク仙台が主催し

て「学習会」を開催し、「陳情書」を提出しました。 

学習会は 10 月 20 日に福祉プラザを会場に開催し、

5 会派（公明党・社民党・共産党・立憲民主党・市民フ

ァースト）からの 21 名の市議の皆様にご参加いただ

き、多くの質問も頂戴して有意義な会になりました。 

後日、放課後ケアネットワーク仙台の代表が市議会

事務局に「陳情書」(P7 参照)を提出しました。 

 

 

ゆう通信 36 号でご報告した通り、今年の 4 月から放課後等デイサービスの制度と報酬が改訂されま

した。グループゆうも放課後ケアネットワーク仙台に積極的に参加し、活発な情報交換や検討会議に参

加すると共に、仙台市担当課との意見交換や全国放課後連の厚生労働省との意見交換会に参加してより

良い改訂に向けて提言活動を続けてきました。 

 

６ 

事業 TOPICS/ネットワーク事業『政策提言』 



放課後等デイサービス事業に関する陳情書 

要旨 

＜国に対して＞ 

2018 年度 4 月の放課後等デイサービス事業の報酬改定による報酬単価の抜本的見直しを国に働きかける

よう以下陳情します。 

① 放課後等デイサービスのガイドラインでは、一人ひとりの特性に添う支援（子どもの状態像に関わらず）をう

たっています。今回の改定の「子どもの状態像に基づく判定とそれのよる報酬単価の設定」が導入され、制度

との整合性が取れないことから見直しを要望します。 

また改訂の目的は、放課後等デイサービス事業所の適切な評価である（厚生労働省事務連絡平成 30 年 2 月

13 日）とありますが、新指標での判定では、適正な支援で子どもが育つことで、指標判定が非該当になる

現象が想定され、適切な事業所評価に繋がらない可能性があることから、見直しを要望します。 

②  子ども一人ひとりに対する基本報酬の設定から、当該事業所を利用する子どもの状態像の割合（50％）に基

づく「事業所単位の報酬設定」への改定の見直しを要望します。 
 

＜仙台市に対して＞ 

   国において抜本的な見直しが行われるまでの経過措置として、仙台市に以下陳情いたします。 

① 新指標の評価項目に、放課後等デイサービス等の事業目的に沿った適切な評価項目を追加することを要望し

ます。 

② 調査票における子どもの状態像を公正に評価するシステムの構築を要望します。 

③ 関連事業所に意見を求められたとき、公正な評価指針を持つために、相談支援専門員、放課後等デイサービス

事業所等への指標評価に関する情報提供や研修の実施を要望します。 

④ 障がいのある子どもの育ちとその家族を支援する仕組みを検討するために仙台市自立支援協議会の中に子ど

も部会の早急な設置を要望します。 
 

理由 

2018 年 4 月からの、障害福祉サービス報酬改定において、“放課後等デイサービス事業の適切な評価を行う”

とする目的の為、利用者一人に対し一律の単価設定の基本報酬を改定し、利用者の状態像を勘案した指標を設定

し、市町村が行う「指標に基づく判定」に該当する障害児（以下「指標該当児」）の割合が 50％を境に、事業所単

位で「区分１」「区分２」にわけられました。これにより、区分１はもとより区分２においては改定前より大幅な

報酬の引き下げとなり、事業所の継続維持の為に人員配置の削減や支援内容への影響が危惧され「一人一人の特性

に添う支援」の継続に危機感を持っています。 

 子ども期に信頼できる大人と安心して様々なことに挑戦したり、直面する課題を相談しながら解決したりして

いく経験を積み重ねていくことが、穏やかな成人期へとつながっていきます。核家族やひとり親世帯、共働き世帯

が増加している現代において、また、東日本大震災を経験し、いじめの問題に取り組んでいる仙台において、障が

い児の家族をサポートし、一緒に障がい児を守り支え育てていき、社会の障害理解啓発も含めて私たちが担う役割

はとても重要だと感じております。 

 仙台市は、平成 11 年に国に先駆けて「仙台市放課後ケア支援等事業」を開始し、仙台市独自に障がい児の放課

後支援の充実を進め、市民と行政の協働により身近な地域で一人一人に合った発達保障を実践してきていること

は、全国的にも誇るべきことと思っております。現在の放課後等デイサービス事業は、国の事業ではありますが、

仙台市が運用をしていくため、より実態とニーズに合った運用システムが構築されるよう希望しています。また、

障がい児の穏やかな成人期のために、学齢期に何をすべきかを再考するよう私たちの声を国に届けていただき制

度改正への働きかけをしていただきたく上記の通り陳情いたします。 

2018 年 11 月 1 日 

仙台市議会議長  斎藤 範夫 様 

請願者  住 所 仙台市青葉区赤坂１丁目１１－９ 

     団体名 放課後ケアネットワーク仙台   

    氏 名 代表  熊谷 秀典       

７ 

事業 TOPICS/ネットワーク事業『政策提言』 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私には今年 14 歳になった娘がいます。自閉スペクトラム症と診断され、現在は光明支援学校に通っていま

す。発語が全くなく、コミュニケーションに困難さがありますが、小学二年生の時に小型の電子辞書を使い始

め、娘の要望の発信やスケジュールの確認などに活用することができました。現在は、電子辞書からより使い

勝手がよい携帯電話へと移行しコミュニケーションを図っています。電子辞書も携帯電話も障がい者(児)がコ

ミュニケーションをとる目的のために作られたものではありませんが、現在の娘にはとても適したコミュニケ

ーションツールとなっており、大変役立っております。参考までに私たちがここにたどり着くまでのいきさつ

をご紹介したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援情報コーナー 

＝その１＝        ピーターパンふくおか利用者家族 髙木真理子さん 

『コミュニケーション支援の工夫』 

グループゆうが初めて障がい分野の事業を始めたのは放課後ケア事業「ピーターパン 

ターパンは家族との協働を基本に据え、家族は家族会｢ティンカーベル｣を作って運営の 

援に参加させてくださって様々な支援の工夫を教えてもいただきました。 

現在、各事業の面談等において、家庭での取り組みや家族の思い、また成長過程にお 

思いを新たにします。しかし時には負の力に引っ張られることがあることも実感し、だか 

そこで、ゆう通信に様々な支援の情報の受発信コーナーを設けました。「家（うち）でやっていることを 

構ですので、皆様からの寄稿をお待ちしています。 

第 1 回は、コミュニケーション支援の工夫をピーターパンふくおか利用者のご家族からご寄稿いただき 

り耳と目と心を寄せて理解しようと心がけてきまし

た。それでも時にはどうしても伝わらず、二人で泣い

たことも多々あります。すぐにはわかってあげられな

かったとしても、後日ヒントを探ったり、学校の先生

に心あたりがないかと尋ねるなど、娘が伝えたい事を

追及する努力をしてきました。そしてもし一週間後・

一カ月後にでも娘の伝えたい事がわかった時には「あ

の時これを伝えたかったんだね」と娘に確認するよう

にしています。すると、娘は嬉しそうに頷いて満足げ

な顔を見せてくれるのです。そんな小さな積み重ねで

すが、今娘が積極的に色々なことを伝えてきてくれて

いることにきっと繋がっているのではないかと思っ

ています。 

また、私は娘に関わってくださる皆さんにも「どう

か娘の“伝えたい”という気持ちを大事にしてやって

ください。そしてもっともっと伝えたい気持ちを育て

てやってください」とお願いをしています。娘の伝え 

 

 “伝えたい”を大切に 

今まで、娘が怒ったり泣いたりしてきたほとんどは

意志疎通ができなかったことが原因だったといって

も過言ではありません。娘は発語がないがために、伝

えたくても伝え方がわからない、自分なりに一生懸命

伝えてみても伝わらないという経験をたくさんたく

さんしてきています。私も親でありながらわかってあ

げられないジレンマ、不甲斐なさに苦悩する毎日でし

た。でも、娘は娘なりになんとかして伝えようとゼス

チャーを加えてみたり、本や写真・テレビの画面等を

見せながら試行錯誤して努力してきてくれました。時

には私には思いつかないような手段で伝えてきてく

れる意欲には、いつも本当に感心させられました。娘

の努力を肌で感じてきた私は、娘に伝えることを決し

て諦めさせてはいけない、もっともっと“伝えたい”

という気持ちを育ててあげようと心に決め、出来る限

り耳 

 

８ 



ま
し
た

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 ピーターパンふくおか利用者 T さん 【現在 中学二年生】 

H18 年１月        自閉スペクトラム症と診断 

H18 年 6 月～8 月     アーチル グループ療育参加 

H18 年 12 月～19 年 3 月 サンホーム グループ療育参加 

H19 年 4 月～22 年 3 月  なのはなホーム 通園 

H22 年 4 月～23 年 3 月  なかよし学園 通園 

H23 年 4 月～       光明支援学校入学 

              放課後デイサービス ピーターパンふくおか(週３回) 

                                〃       コラゾン泉中央(週１回) 

（仙台市の補助事業）」で、1998 年から家族と準備委員会を作って 2000 年に立ち上げました。ピー 

バックアップのみならず、“家族の支援を学びたい”という職員の要望に応えて、自宅での日常生活の支 

 

ける様々な支援機関や支援者の取り組みを伺うたびに、“ひとり一人は出会った人の影響の結晶だ”との 

らこそ、様々な支援の情報を共有し、互いに顧みて切磋琢磨することが大切であると考えています。 

紹介してもいいよ！」「見学でこんな支援を学んできたよ。」「何かいい方法教えて！」等々、匿名でも結 

 

ました。 

 

ションがとれるようになるかも！と考え、５０音のカ

ードや積木・パズル・ハンコ・ゲームやパソコン・タ

ブレット等を遊びに取り入れ、ひらがなに触れる機会

を積極的に増やしていきました。その結果、娘は自然

とひらがなを覚えていったように思います。 

 

 

 

支援情報コーナー 

る力はまだまだ未熟です。忙しい先生方や放課後等デ

イサービスのスタッフの皆さんは、時間をとって娘の

発信を理解するのはなかなか難しいことと思います。

ですが皆さんのご協力のお陰で、娘の発信先が私だけ

ではなく、確実に広がってきていることをとても嬉し

く感じています。 

ひらがなへの興味 

娘が４歳ぐらいの頃、大好きなＴＶ番組で流れる曲

のタイトルを指で指す仕草をみせたので、私がタイト

ルを声に出して読むことが日課になりました。それが

娘がひらがなに興味を持ち始めたきっかけのように思

います。後に、本に掲載されている歌のタイトルや歌

詞等を一緒になぞり書きするようになり、一年生にな

る頃には、あいうえおボードでやりたい事や食べたい

物等を伝えてくるようになりました。 

その頃から私は、将来娘は文字を使ってコミュニケー 

▲本の文字をなぞり書き 
▲あいうえおボード 

▲書き方カード 
▲ひらがなマグネット 

▲ゲーム：もじぴったん Wii 

小学二年生の時に 

電子辞書をコミュ

ニケーションに 

使い始める 

 

中学一年生の時に 

電子辞書から 

携帯電話に変更 

 



 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニケーションツールを
探す 

当初コミュニケーションツールの候補は『あいう

えおボード』・『こどもパソコン』・『デジタルメモポメ

ラ』・『携帯電話』・『スマホ』・『タブレット』、そして

『筆談』。他にも『50 音を書いた紙』や『50 音ハンカ

チ』は有力候補で実際にポケットに入れて学校などで

実践したこともあります。また文字表記以外でも手

話・絵カード・写真などを検討しました。 

 

 

 

 

 

 

 

娘の特性・能力・生活環境等を一番に優先し、担

任の先生やピーターパンスタッフにご意見をいただ

きながら、色々な場面を想定しツールを検討したり

試した結果、娘のコミュニケーションツールに必要

だと考えた条件は以下の三点でした。 

条件１ 娘が進んで使ってくれるもの…こちらの

都合で意思や要求を確認するものではなく、娘が伝

えたいときにすぐに伝えられるものであること。つ

まり娘が常に持ち歩けて(娘が管理できるもの＝壊れ

にくい、安価 etc…) 、使用にストレスを感じないも

の(すぐに文字が打てる etc…)。 

条件２ 私や担任の先生など一部の人だけではな

く、できるだけ多くの人に正確に伝わる手段である

こと。 

条件３ 授業中や歩行中など、娘の集中力を妨げ

る要因のもの(ゲームや音楽、ネット環境等)が含ま

れないもの。 

当時、条件を満たすもの、それが家電量販店で見

つけた『電子辞書』でした。あえて高機能なもので

はなく、ひらがなを押して漢字と意味が表示される

国語辞典のみの安価なもので、入力も 50音で打つこ

とができたので、娘にはうってつけでした。 

 

 

 

支援情報コーナー 

◀
小
２
～
小
６
で
使
用 

し
た
『
電
子
辞
書
』 

▲中１～現在使用中の『携帯電話』 

▲50音ハンカチ 

▲こどもパソコン ▲絵カード 
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電子辞書から携帯電話へ 

『電子辞書』は小学２年生半ば～小学校卒業まで

の約４年半使用しましたが、徐々に娘の伝えたい事

が長文化し、10文字程度しか表記されない電子辞書

には収まらなくなってしまったので、中学一年生か

らは携帯電話（ガラケー）のメール機能の本文欄に

入力し、それを見せる方法をとっています。携帯電

話の使用にあたっては、まず携帯電話特有の入力方

法に対応できるか、またバッテリー切れや故障の可

能性も心配でした。何より携帯電話は中古を購入す

るとしても以前使用していた電子辞書に比べて高価

だったため、正直ためらいがありました。そんな不

安をピーターパンふくおかのスタッフに相談したと

ころ、他のスタッフや保護者の方に不要になったガ

ラケーをお譲りいただけないかと呼びかけていただ

き、無事に入手することができました。また、心配

していた入力方法や操作もピーターパンの自立課題

プログラムで練習させてもらいすぐにマスターした

ようで、十分な文字数が表記されること、また予測

文字が表記されることにより、入力の手間が省かれ

ることもあり、娘自ら携帯電話の使用を望んだので

スムーズに変更することができました。心配してい

たバッテリーは毎晩就寝時に充電すれば、日中の使

用には問題なし。故障もいまのところ大丈夫のよう

です。 

他には、本来学校内では“携帯使用禁止”となっ

ていたため、首から携帯電話を下げている娘を見

て、「校則違反だ！」と苦情を入れる上級生もいたよ

うですが、先生方に「電話として持ち歩いているの

ではなくこの子の声の代わりなんですよ」と周知し

ていただき、今ではみんながコミュニケーションツー

ルだということを認めてくれるようになりました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

˘ ῇὤ ⁹ἧ 

●所属：ピーターパン長命ヶ丘 

●勤続年数：１５年 

●出身地：宮城県仙台市 

 

 山家さん教えて！ ※酒井真莉子さんからの質問です 

●グループゆうに就職したきっかけ： 

ボランティアで関わって興味がわいたから 

●趣味や好きなこと：  

動画やＤＶＤを観る。ライブやイベントに行く。 

●自慢できる事： 

体が頑丈！怪我をしたことない!! 

●好きな有名人：浜崎あゆみ・欅坂 46 

 

 自由記述欄  

－自分の好きなマンガ・アニメを紹介します－ 
 

まず一つ目は『鋼の錬金術師』です。物語はとても

暗くて重い感じですが、主人公の二人の兄弟の絆が深く

て格好いいなと思います。他の登場人物もユニークなキ

ャラが多いので、大好きなマンガです。 

二つ目は、皆さんもご存知の『名探偵コナン』です。 

単行本は 95巻まで出版されていて、映画も毎年上映さ

れています。映画は全部観ていてどれも好きなのです

が、特に好きなのは 20 作目の『名探偵コナン～純黒

の悪夢～』です。黒の 

組織や警察・ＦＢＩ・ 

ＣＩＡが全て絡んでくる 

ので、名探偵コナンの映 

画の中でも一番ハラハラ、 

ドキドキするストーリー 

です！皆さんもぜひ一度 

観てください。 

職員が職員に質問したり、仕事以外の自由記述から普段は見えない素顔を紹介する新企画です。

第二走者「酒井真莉子さん」から第三走者「山家由布子さん」へバトンが渡されました。 

 

 

第三走者 山家由布子さんから、ピーターパンふくおかの阿部和樹さんにバトンが渡されます。次号もお楽しみに！ 

 

支援情報コーナー/スタッフリレー 
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今 後 … 

娘はたくさんの方々のご協力があり、電子辞書や携

帯電話でのコミュニケーションにたどりつき、だいぶ

意志疎通が図れるようになりました。そのお陰で誤解

や勘違いも減り、苛立ちや怒り等のストレスを軽減で

きていると実感しています。 

ですが、現在娘が電子辞書で伝えてくることは名詞

が中心です。そのため、○○をどうしたいのかの動詞

部分がわからなかったり、過去か現在か未来かの判断

がつかなかったりすることがあるため、今後そのこと

も付け加えて伝えられるよう娘は勉強中です。 

 また私は今後も随時、娘の成長や生活環境の変化、

娘の希望などを踏まえながら、その時その時の娘に適

したコミュニケーションツールを探していきたいと

思っています。そしてもっとたくさん娘とのおしゃべ

りを楽しみたいですし、娘にも色々な方とのコミュニ

ケーションを楽しんでくれることを期待したいと思

います。 

 

 

うれしい成果 

幸いにも、娘に適したツールを見つけることがで

きたお陰で、以前よりは意思疎通が可能になり、ス

トレスやトラブルが軽減されたと思います。電子辞

書は要求要望の発信の他に、スケジュール確認によ

く活用するようになり、娘も我々も確認と見通しが

つくので助かっています。 

また、娘の発信する力は少しずつ伸びていき、以前

は身近な支援者への発信がほとんどでしたが、今では

自分が欲しい商品名を携帯電話に打ち込み、その画面

をスーパーの店員さんに見せて場所を尋ねたり、レス

トランでメニューを注文するなど、すっかりたくまし

くなりました。さらに、登下校のバスの待ち時間等に、

我々がおしゃべりをして時間を潰すのと同じように、

娘も携帯電話で好きな歌のタイトル打ってみたり、今

日学校でやったことを打ってみたり、先生や友達と何

気ないやりとりで時間が潰せるようになったことは、

想定外の嬉しい成果だったと思います。 
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グループゆうの活動への賛助及びご寄付 30 9 11  

2018/4 2019/3  

Ὣ̂ Ѱ↓  

 

̓  

ピーターパン長命ヶ丘 

運動用マット購入・建物の補修 

〔具体例〕 

ピーターパンふくおか 

エアコン・トイレの増設 

ワークスペース歩゜歩゜ 

「くらしの自立」研修会 

キッチン歩゜歩゜ 

こども食堂の 

 運営経費 

仙台市サンホーム  

個別療育イスの整備 

1998 年、超党派の議員立法で日本に“特定非営利促進法”が産まれました。この促進法の目的は、

「ボランティア活動等の市民が行う自由な社会貢献活動を促進させ、公益の推進をバックアップする

こと。」とされ、限定された事業領域ですが、届出制で法人格を取得できる、市民にとってハードルの

低い法人でした。また、活動資金に「市民による寄付」が想定され、それを推進する為に税金が控除

される「認定ＮＰＯ法人」も選択できる法人でもあります。 

グループゆうは、2000 年にＮＰＯ法人を取得し、多くの市民の“共感”と“寄付”を頂いて、制

度に縛られることなく必要なニーズをサービスに創る活動を継続したい。と考え、2014年に認定Ｎ

ＰＯ法人を取得しました。市民目線のサービスの開拓と継続には、運営資金が必要です。どうぞグル

ープゆうのサポーターになって、活動をご支援ください！！ 

 

インフォメーション 

発行：認定 NPO法人 グループゆう 
〒981-3212 仙台市泉区南中山 2-2-3 

TEL/FAX：022-376-7679 

銀行：ゆうちょ銀行 名義：グループゆう 

店名：二二九 店  店番：２２９ 

預金種目：当座預金 口座番号：００４２４２１     

 

銀行：ゆうちょ銀行  名義：グループゆう 

記号：０２２７０-３ 番号：４２４２１ 

ゆうちょ 

銀行から 

他の金融 

機関から 振込先 

●寄付金控除に必要な領収書を送付いたしますので、お手数ですがお電話にてご連絡先をお知らせください● 

昨年は編集が得意なスタッフ

が参画してくれて、通信を予定通

り出す事ができました(^-^) 

 あなたの得意を申告して、グル

ープゆうで輝きませんか？ 

昨年の目標はことごく未達成

に終わりました(T-T)今年こ

そは達成するぞ！とここで宣

言！でも目標は内緒です(苦

笑) 

2014 年度 

22 人 

2015 年度 

70 人 

2016 年度 

43 人 

2017 年度 

88 人 
2018 年度 

142 人 

目標まで 
あと 135 人 

≪賛助会員≫（※敬称は略させていただきます） 

木村雅彦／伊藤博保／㈱清月記／近藤 満／梶畑通男／斉藤幸子(けやきグループ)／八巻久美子／竹内亮子／細川尚美／ 

森房雅子／作山敦弘／髙橋恵美子／瀬津佑莉／高橋利滋    
 

≪寄付者≫（※敬称は略させていただきます） 

佐藤眞喜子／品川 稔／髙野光子／池田敏彦／永原敏男／関場國夫／滝田莉子／関口律子／鈴木千枝子／高野千代美／都丸晃彦

／丸 瞭子／飛田亜希／カマタセイキチ／カマタツルコ／クマガイナオト／クマガイユウガ／寺田光代／吉田洋子／谷 美慧／

阿部浩二／佐々木慶三／早坂郁子／高橋 麗／岡田 勝／安部 律／渡邉 清乙／菅澤昭博／清水八千代   

◆◇◆賛助会員会費とサポーター寄付の振込み方法◆◇◆ 

挟み込みの振込み用紙にてお振込みください。郵便局の窓口・ATMどちらからでも可能です。もしくは、下記の振込先へ、
お振込みください。 

■賛助会員会費：個人…一口 3000円／団体・法人…一口10,000円  ■サポーター寄付：一口 3000円 


